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『南史』〔「江夏王蕭鋒伝」〕には、「江夏王の蕭鋒〔475 ～ 494 年〕は……琴書を好んだ。……かつて武帝に謁見
し、宝装琴を賜った。（江夏王鋒……好琴書、……嘗覲武帝、賜以宝装琴。）」とある。
























を競い合うための、一種の表現でもあった。安史の乱〔755 ～ 763 年〕以後、社会経済が衰える状況にあって、唐


















































































































































































【図 4】黄楊木金銀絵箱の側面における文様〔奈良国立博物館『正倉院展』（1983 年）89 頁より転載〕
94 山寺美紀子・山寺三知 訳　鄭 珉中 著　正倉院の「金銀平文琴」について
本製であることを証明するのに用いることができたが、それだけではなく、正倉院に関する記録においても、類
似する平文琴が、別に一張記載されていることが知られる。これによると、正倉院には、前後に二張の平文琴が












































































る寧寿宮東院の室内で発見された。この琴（図 6）は、〔形体の様式（琴式）は〕仲尼式で、全長 113.7 ㎝、肩の

























夢斎〔葉赫那拉・佛尼音布、1863 ～ 1937 年〕旧蔵。現在、〔北京の〕故宮博物院所蔵。
「春雷」琴：盛唐期の製作。鳳勢式。朱漆。細紋断及び蛇腹断に冰紋断を交えた断紋。琴名〔「春雷」〕と大印「玉






























本稿校正中の 2019 年 6 月 15 日、鄭珉中氏が永眠されました。生前、この論文をご恵贈いただき、翻訳につい
てもご快諾いただきましたことに感謝申し上げますとともに、心よりご冥福をお祈り致します。翻訳に際して、鄭
珉中氏とのご連絡等の労を執ってくださいました王風氏（北京大学中文系教授）にも感謝申し上げます。
